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ABSTRACT In this paper， the combination of new origjnated sliding isolator and damper isolator is used by the way of 
seismic isolator， the effects of base isolation of the detached hous巴紅巳 analyzedfor some strong e紅白quakemotions. The effect 
of base isolation is very cle紅白ld血eseismic shear coefficients of upper wooden s凶 C加reare under 0.2 by s甘ongear也quake
motions of input e紅白quakelevel 25 k泊巴， 50 kine and 75 kine. The maximum relative displacements of seismic isolator紅E







































































係数 μdによって決まり、第 1勾配から、第 2勾配





























うなことを考え 1階床部分の重量 W 1は W2の l割






の建物に対して、壁量は 2階で 15cmlm'以上、 l階














































よ都建物 1構康:m.(kN..ec'/C1!の 0.198 (1. 1・m，)
水平岡1怯 2階:k，(kN/cm) 338.7 (0.8・k，)
1稽:k，(kN/cm) 423.4: 
すベり支承 折れ点 (Uo.， f.) (聞.kN) (0.14，1.72) 
免震装置 第2勾配.α，(kN/cm) 0.123 
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ELCENTRO 1940 NS.EW TAFT 1952 NS.EW 八戸
1963 NS.EW 神戸海洋気象台 1995NS.EW の8
成分である。各成分の地震波は最大速度が 25kine、






























次に免震装置を有する建物が最大速度 25 kine.50 
kine.75 kineの地震動入力を受け、その結果生ずる
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下、 50 kine入力に対して最大層間変伎は 15cm以下
になっている。本論文で扱われる免震装置は、性能
として最大変位 20cmに対応できるように作られて
いる。従ってお kineと 50kineレベルの地震にに対
して何らの問題も生じない。しかし極めて大きな地
震に相当する、最大速度 75 kineの地震動が入力す
ると、最大応答変位は地震によって許容最大変位
20cmを越えており、上部建物における最下部の架
台はあらかじめ設置されている安全装置に衝突する
ことになる。このことから、 75kineレベルの地震
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